
授業実践 
主体的・対話的で

深い学び 家庭との連携 
生活場面での活
用による深まり 習得 活用 

授業計画 

Ｓ研 

「３つの視点」 

家庭との連携を基に，生徒が自ら学びを活用する家庭科における授業づくり 

辻 清美（熊本大学教育学部附属特別支援学校） 上園 宗徳（熊本大学教育学部附属特別支援学校） 八幡 彩子（熊本大学大学院教育学研究科） 

４ まとめ（成果と課題）  

授業構成 家庭との連携 主体的活動への工夫 

①思考ツールの活用 
・自分の考えをまとめたり，整理したりする 
・考える過程を大切にする 
    
   ②生徒の実態に応じた工夫 
・生徒の理解度に合わせたシートの作成 
・記述方法やイラスト等での視覚的な工夫 
   
    
   
③「評価」の活用 
・知識の定着の確認 
・自己評価・他者評価 
   
    
   

  
 
  

 
 
  

• 「課題認識」をする 

• なぜ学ぶかを考える 

つかむ 

見通す 

• 「課題解決」に向かう 

•気づき→考える→話合う 
さぐる 

 

• 「実践」する 

•具体的内容を体験する 

 

深める 

 

• 何を学んだかを確認する 

•知識の定着と評価 

 

まとめる 

振り返る 

 ＜家庭とつながるツール＞ 
 ○ 連絡帳 
  ・家事等の欄の活用 
 ○ 宿題 
  ・ワークシートの活用 
 ○ 家庭ブック 
  ・学習資料の活用 
  ・家庭の家事と連携 

 ＜親子で取り組む学習＞ 
  ○ 親子調理学習 
  ○ 親子給食 
  

 ① 授業づくりにおいて，「３つの視点」を基に学習を組みたてていく こ 

    とで，主体的・対話的で深い学びにつながるのではないか。 

 ② 家庭との連携を強化することで，授業で育まれた力を，実際の家庭 

    生活や社会生活に汎化することができるのではないか。 

 １ 仮説   ２ 現状及び課題 

 ３ 研究の方法・実践  

 ① 生徒のこれまでの学びの違いや発達段階の違いがある中で，どのように家庭 

    科の見方・考え方を踏まえた学習を組みたてていくかが課題である。 

 ② 学びのサイクルとして，授業で育んだ力を，実際の家庭生活や社会生活で  

    活用し，学びを深めることに課題がある。 

＜授業構成＞ 

①「なぜ，なんで」を考える授業 

→生徒が課題認識をした学びによ  

  る知識の深まり 

②知識を体験する授業 

→実際的・具体的内容を体験する 

  ことでの知識の理解と定着 

＜主体的活動の工夫＞ 

①思考を整理し共有する板書 

→友だちの意見を参考にした自ら 

  の考えの深まりや拡がり 

②個に実態に応じたワークシート 

→一斉授業で学習を進める上で， 

  個々の生徒に応じた支援 

＜家庭との連携＞ 

①家庭ブック 

→授業で学んだことを家庭でやって 

   みようとするきっかけづくり 

②連絡帳・親子学習 

→生徒の学びを保護者と教師でリ 

  アルに共有し，チャレンジ意欲へ 

「課題」 

・家庭ブックの更なる活用 

→単元毎での家庭との共有 

・生徒の自己評価のあり方 

→生徒の実態に応じた振り返り 

  と自己評価の視点 

衣：洗濯 (５・７月) 

洗濯表示の見方，干し方 など 

基本を確認し，知識を増や
し，技術を伸ばしていく。 
グループでの話し合いは，
教師が生徒の意見を引き出
して進めることが多かった。 

保育・家庭看護（９月） 

乳幼児の生活を知る 

高齢者疑似体験 など 

⇨かかわりについて考える 

介
助
す
る 

介
助
さ
れ
る 

実際に体験することで一人
一人が感じる，考える。 
友達の様子を見て，より良
いかかわり方を学び，自分
でやってみる姿が見られた。 

食・調理 (10・11月) 

三色食品群，レシピ，食事バランス                
              など 

栄養教諭との連携 

基礎・基本を学び，学んだ知識
を自分で活用する。 
自分たちで話し合い，協力しな
がら学習に取り組む姿が増えた。 

生活単元学習 
との関連 

全員の考えなどを板書する
ことで，情報を視覚的に捉
え，比較することができる。 
友達の考えを参考に，新た
な考えに気付き，自分の思
考を深めることもできる。 

家庭との連携 

主体的活動への工夫 

思考を整理，深める板書 

【連絡帳】 
学校と家庭で情報共有 

【家庭Book】 

家庭で実践するきっかけに。 
学校での学びをもとに，各
家庭，自分に合うやり方を
見つけ，定着と般化を図る。 

次はこう 
してみよう！ 

授業構成（取組および生徒の変容）～「深める（学んだ知識を実践，体験する）」を中心に～ 

身近なものを 
活用して 

学んだ知識を 
活用しながら 

・授業づくり 

・教材アイディア 

・生徒の学習  

 意欲の高まり 

調理 

実態別の 
話し合い 

教師と一緒に確認 
（洗剤の計量の仕方） 

親子調理 

学校での様子を実際に 
見ていただく機会の１つ 

買い物 

校外学習 

インターネットや 
教科書を活用して 

乳幼児との 
ふれあい 

学んだことを 
やってみる 


